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江戸時代の

竜･骨論争

電は翼在したか

江戸時代のなかごろ宝暦10年(1760)に信陽の源

通魏かr竜骨辮｣という小冊子を江戸であらわした.

竜骨とは中国か6伝わった医薬のことで奈良時代の宝

物を集めた正倉院には各種の竜骨が保存されている.

竜骨については中国古来の本草書一だとえば神農本草

経新修本草本草綱目など一に記載されておりその

おもな産地は四川省｡山西省といわれている.本草書

の教えをうけた江戸時代なかごろの人たちは竜骨を実

際の竜の骨と信じて疑わなかった.

｢竜骨辮｣には一.馬首･蛇尾｡鹿食1鬼眼･牛耳･鯉

鱗｡騰爪｡虎掌の姿態をもち三界に棲むとv'う竜の性

質がいろいろと書かれている雅言わんとするところは

世人は竜骨竜骨といって珍重がるけれども竜ほ生死

あるものではなく離も実際の竜を見花春はないのだか

らはたして何の骨だかわかりたものではないと〉･う

こと吾ζあ葛珪とく紀券警抄⑬書議弩で

｢ある人鳶滝骨想をい夢も⑳をよくみるを護勅蔓一

尺あまり長さ二足憾塚で飾紗愈く硬くぬらすお

黒灰奮をな蔓興附は穆膚&して有⑳層⑳ようであ為曲

窟角も同様であ藩苗ち功菖泥土樽なか紙数埠閥鑑

ってい次大締の腐脅⑳よう胤しかし嚢澄鳥獣のう

ちでこんな吾ζ大きなものは見たことがない｡鯨か人か

さもなければ鰯鯛の背か防風廣の瓢であろう｣と述

べている｡当時の欝織を駿り花よ誉な内容の蕎である.

その翌隼熊葵⑳源昌樹な篭も碗汀駁竜骨辮｣1冊を

あらわね裡曲ζ杓絃朗らか熔漁南魏⑳ザ竜骨辮｣に対

合弗功

する反論である..彼は竜の存在を信じ

｢竜骨は中原{派の間にみられるものでその朽骨が

ばらばらに落ちたものはときに漁人や椎夫に拾われる.

大きさはさまざまだが一般の人はその名を知らない.

古老喜虻れを薦⑳脅花という由竜骨出をか竜骨河当い

う名はζ資してつはられ池も⑳花苗吾川讃岐⑳人か持

って藩施も⑳は小豆島の漁火琳鯛の申で傷たもので

もち蕩ん脅澄の水族で絃紬･､しかもその骨角樹牙は

明瞭牝識別され蕃苗一屍る人はみ捻奇儀なもの花という

…由Jぷ述式でいる由

竜淡集擦し批かぎ登が今篇からみれば花あい柳･謡

だ淡娑蒔詮しては大意な問題想りたもしい圭この論

争には竜繊実在し花がおい狂お鉦有薬をしての竜骨

の正体は何か鉦い蔓こ肋婁からんでいる埋ともかくこ

れまで離忠信じて疑わなかった竜骨の皿体にメ呉を入れ

ようとする態度は当時ようやく芽生えてきた科学的探

究心の一つのあらわれであろう曲

ぞ批では源通魏をか源昌樹なる人物はいったい何者

で何稽る多か､もちるんぎもらも勝事はつけ花ペン

ネｰふであ為雪上植から近横紀かけての筒本鉱物学吏

を研究していた後閑文之助は淀謹淀漢ご⑳竜骨論争に

ゆきあ花り昭和?隼来いるいるお調べ淀緕果紹和鴛

年紀源通魏は平賀源内であるをい簑親を発表し花昔時

代考証め上からも関係宵文書の内容からも源内説は

正しいものを思われ蔦畠しかし源昌樹の正体紀つ叶

ては凄だぷくわかっていない昔

鶏賀滋殉

平賀源内とい多入

平賀源内は商松藩松平侯の足軽白石茂左衛門の子で

享保五碑工(雌9)讃岐国志渡浦に生れた由宝暦凄牢

(1弼2)長崎で蘭学を学び翌年江戸の閏村藍永(元

雄)終師察して本章学を学ん怒昔おどろくほど博識多

才しか愁好奇心の強い入で江戸では困村豊水ととも

1こたびたび物産会を闘意凄牝秩父の両神山でア嚢ヤ

ント界(看綿)を発屍(17磁)して火発布をつくりたり

タル等メイトルｰ寒暖計一(1768)やエレキテル(!η6)

をつくってい為､

鉱{開発者&しても蜘られ安永年間(!閉吋榊)

に秩父圏中津川村鉄{および同村の砂金秋韻の阿仁鉱

山摂津の多田銀山紀伊の吉野銅山陸中の仙人鉄山�
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などを直接調査している.また当時まだ珍しかった

洋画の手法を修得しており秋田藩主佐竹義敦に招かれ

て阿仁鉱山を調査したさい角館で小野田直武に洋画の

手法を伝授している.この小野田直武は杉田玄白ら

の｢解体新書｣の付図を書いた人として知られている.

源内は戯作もよくし｢神霊矢口渡｣は今日にも伝えら

れている.安永8年(1779)源内は獄中で病死した.

入獄の理由は持病の痛癩が昂じて弟子を=斬ったためと

いうことである.

源内は宝暦11年(1761)から明和5年(1768)のあい

だにオランダ人から次の本を入手している.

紅毛花譜(1631年刊)

紅毛本草(ドドネウス)

紅毛介譜(肩譜付)(アンボイス貝譜1705年刊)

紅毛虫譜(1669年刊)

紅毛禽獣魚介虫譜(1660年刊)

紅毛魚譜(1686年刊)

このうちのアンボイス貝譜の原本はG･E･Rm･

phius:L'Amb〇三nscheRariteitkamer,1705である.い

ずれも古い本だカミ源内はこれらの本をもとにして旺

盛な知識欲をみたしていた.彼カ滞躍した時代は科

学吏の上でも非常に重要な時期である,ヨｰロッパで

はちょうど産業革命がはじまりだした頃でフランス革

命の前夜にあたっている.フランスの百科全書派雅活

躍したことからもわかるように当時動･植･鉱物を

はじめすべて自然を体系的に把握しようという気風力量

みなぎっていた.地質学が学問としての体系をもちは

じめたのもこの頃で成層岩の生成順序とか山の成因

などが考えられた久初歩の埴質図添作られたりした.

フライベルク鉱山学校カミ設茸されウェノヒナ}が教授と

なったのは1765年のことである.

日本の博物学についてみると貝原益軒･稲生若水･

寺島良安･宮崎安貞らの努力によって中国の本草学が

日本で消化され大和本草として独白ρ体系をもつよう

になったのは江戸時代の前期である.この間に蘭学

はし辛いに日本に浸透し18世紀の後半になると吉雄

耕牛(幸左衛門)･杉田玄白･前野良沢･本木良永･大

槻玄沢｡志築忠雄といった大牟ちによって蘭学沸本格

的に研究されだした.地動説やリユｰトンカ学力茎はじ

めて紹介されたのもこの時代である.そのために科

学技術の知識沸魯速に増加し,本草学者も蘭学を無視す

ることはできなくなった.平賀源内の活躍期はちょ

うど蘭学と本草学との接触の時期にあたるわけである.

いわゆる産物学が生れたのもこの時代である.

竜骨か象骨か

ふたたぴ本題にもどって宝暦11年(1761)の春長

崎出島のオランダ商館長ハイスホｰノレン(M.Hujishom)

カミ外科医バウエル(Ge0㎎eRudo1fBauer)や大通詞吉雄

幸左衛門らをひきつれて江戸へ参府した.江戸本石

町の長崎屋は彼らの定宿である.このとき平賀源内

は長崎屋を訪れ讃岐小豆島産の竜骨をバウエルに見せ

てこれはいわゆるスランガスデｰンであるか否かとた

ずねている.スランガスデｰンとは南蛮渡来の石薬の

ことである.バウエルはその通りだといいインド特

産のスランガステｰンカミ日本にも産することに驚いてい

る.源内はこの頃から竜骨は象骨であると主張しだし

ている.バウエルは源内に小豆島産の竜骨を象の化石

骨と説明したのではなかろうか.余談だ添吉雄幸左

衛門はこのバウエノレから外科医術を学んでおり.明和6

年(1769)には前野良派と杉田玄白が吉雄幸左衛門に師

事している.彼らの苦心の結晶.｢解体新書｣が生れた

のはそれから5年後のことである.

宝暦12年(1762)源内は湯島で5回目の物産会を催

した.出島数2000余点そのうち優秀なものについて

解説し翌年これを｢物類晶騰｣6巻にまとめた.そ

のなかで彼は土部に石鹸石部にほベレイニ■ブラｰウ

のほか漢名未詳のもgとしてカナノｰルロ､トァｰ

ルドポットロｰトヒッテリョウアルビイなどをあげ

それぞれ説明を加えている.竜骨に関しでは鱗部(竜

骨を鱗部に含めるのは本草綱目以来のならわしで彩る)

のな牟で

｢竜骨讃岐小豆島産よ晶線中にあリ漁大網刺ζ

得たりと云う共骨甚大にして形体賂具る之を舐むれ

ぱ舌に着き老を用うれぱ共効験本草の主治と合す是

真物疑うべきなし近世漢渡の竜骨あり是一種の石に

して真物にあらず木化刷こ返し｣

｢竜角小豆碕座長さ六尺余径尺に近きもの彰g｡

上黒く中黒白灰色相雑器骨よりは肌密なり赤よく

舌に着く｣｢竜衡小豆爵産その形象の衡紀似だり

大さ六七寸骨に着き怒るものあ幻�
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スランガステ｡ンとは

.こうして･竜骨説と象骨説とが紛きゅうしたがこれ

に一枚加わったのカミ南蛮渡来のスランガスデｰンであ

る.その正体はいったい何であろうか.

京都の松岡恕庵あらわすところの｢用薬須知｣'(宝暦

12年)後編巻4の蕃類薬中には｢スランカステン石

化或人云う蛇頭看也と白黒の二色ありよく腫物

の膿を吸血塩漉石なり｣とある.

また明和2年(1765)田村藍水の弟子後藤梨春あ

らわすところの｢粗毛談｣(おらんだぱなし)には

｢すらん沸すてん蕃人のいわく此のもの蛇の頭に

生る石なりという.英形薯石のごとく其色白さもあ

り黒きもありまた黒白相間もあり按るに･しぜん

のかたちと'も見えずよぐ腫物の膿を吸う共の吸たる

石を水中へ入るればまた膿をことごとく吐出世るを取

りあげて干で幾度も司る近比和方にも四国より出る

竜骨をこのなりにこしらへ用るにすらん沸す之んに

効能相がわらずと元へり蛇頭の石一といへるも竜骨より

見こしらへ成すは'蕃人の聞伝の誤にてもあるや成人

目潮漉石にても此ものを作るとv･へり｣

∵とある.この四国より出'る竜骨をこのなりにこ･しら

完用いた人は囲村藍水で彼はこの実験によりスランガ

ステ÷ツは竜角なりと断じている.源内とバウエルの

メランガスデｰン間答はその後のこをで源内も当然ス

ランガスデｰンと竜骨を同じものと考えている.

医学吏研究家の岩崎克己によると'スランガステｰ二■

(SlangenSte㎝)とは蛇の石の意味で原産地はインド古

来インドでは蛇を崇拝し蛇の頭の刺と奇蹟を行なうカ

のある宝石が蔵されているという信仰があった.一蛇の

毒に特効のあるとv･われる蛇看の名称の由来はこのへん

からおこったらしい.解毒剤としてのスランガスデｰ

ンがヨｰロッパの学者の注意をひぎはじめたのはよう

やく17世紀の末葉のことだ淋これを科学的に考察した

木内石亭

ものは18世紀以前にはあらわれなかったということであ

る.したカ三ってスランガスデｰンと竜骨とを比較検討

した岡村藍水や平賀源内の態度は注目されてよv'だろう.

天明7年(1787)に老中となった松平定信の｢阿蘭陀名

目語｣という手沢本に輸入品目か列記されている.そ

のなかに薬種その他として象牙犀負牛負水牛負鹿

角ウニガウル丹響蛇石ルサラシオクリカンキ

リなどがある.この蛇石はスランガスデｰンのことで

ある.これが動物の牙や角と区別されているところを

みると石薬として加工されたものであるらしい.

凋;華の竃轡駝

ここで弄石派の木内石亨が登場する.肩亭も田村藍

水の門で本草学･物産学を学んだがもっぱら奇石の

収集にこりr石の長者｣として有名になった.収集

品は2000余品におよんだといわれる.彼雅安永元年

(1772)から享和元年(1801)にかけてあらわした｢雲

根志｣3編18巻はその代表作である.このなかで彼

は石類を霊異類｡乗用類･変化類｡奇怪類｡愛玩類｡光

彩類｡生動類｡像形類｡鏑刻類･寵愛類に区分している.

この非科学的な分類からもわかるよう忙石亭の評価は

後世あまりかんばしいものではなかった.しかし彼

は記載や観察を軽視したわけではなくむしろ独創的な

見解が諸所にあらわれていて面白い.この石亨が･寛

政6牢(1794)に｢竜骨記｣をあらわした.その序に

｢子の竜骨の記は竜骨か竜骨に非ざるかを争うにあ

らず六十年来見聞する国序よ汐奔出せる産所形状時目

を人の需に応じて記すのみ也考究は後の君子に譲るの

み｣とある.このあたりカミ弄石派といわれるゆえん

かも知れない.彼は｢竜骨記｣のなかで次のように

述べている.

｢本朝に竜骨あること古来知る人なし近世好事の者

取得て弄とす首尾全体の物はいまだ見ず頭衡負腕爪

等なり大小あり願大なるは口中に人一人を隠すべし

歯大なるは木枕二つ合したるばかりにて上下四十八枚

あるいは三十六枚小なるは頭は獅子頭ばかり角長さ

二尺あるいは三尺色漆のごとく堅剛玉の如し古今物

産家の考え一ならずあるいは言う竜は霊物なり生

死あるもの1こ非ずと今弄有家に弄翫する物入象骨なり

とまた或は竜に非ず象に非ず石の骨に似たる一種の

石口なりとも言うまた竜は骨を換え蛇は皮を脱すと

この説を取る時は真竜の骨なるべしと云う人もありて究

極しカ茎たし･完文己来諾国の山海に穿出する竜骨少な

からず.しかれども其説疑しきは省き旦予が鈍筆の調る

を厭うて見闘する所十カミｰをここに記すのみ当時薬舗

にある新渡の竜骨甚だ疑わし古渡のごとき物近年舶繍�
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なき故に鹿食を焼きて売とも云う本草綱目に目く竜

骨砥めて舌に着く物は真着かざる物は疑物色と予兆

説ほとらず万物石に化するもの皆悉く舌に付くなり

また一の者あり海中より上りたるは外黒色内白さもの

よく舌につく山より掘出すのは外黄色内白色光沢ある

物稀にあり舌に貼らず焼いて後舌に付き薬舗鹿食

に酢を塗って焼くと云う焼かざれば舌に何かざる故な

り.医は舌に付物を真と云うおかしきなり木化石

分化石の類すべて初め白色後黒色年を経て玉と変ずる

ものなり初め白色の時悉く舌につくまた一種和産

の古着石と公物あり諸所より出ず田村氏の紅毛の

『すらんがすていん』は即竜骨なるべしとそ長崎にて訳

官吉雄･梅林二氏に質すこれ真物なりと云うまた東

都にて粗毛人外科『はうる』と云う者に質す真物本邦

に出る事を聞きて大いに驚くという蛮産の黒多く竪し

和産は軟なりされどもすべて同じ物なり予畢うに

竜骨象骨にあらざることは角をもっても知るべし｣

竜骨の産地としては

讃岐国志渡浦海中

備前国塩浦島海底

同児島海岸

備中国近辺の山海

佐渡国鹿伏大明神社山奥

近江国野洲郡篠原村

伊勢国内宮山中

東武佃島沖

などをあげている.

つまり石亭は首尾全体のそろわない段階で竜骨の正

体を明らかにすることはできないが材質からみれぱ

どんな化石も似たような性質をもっており竜骨もスラ

ンガスデｰンも同じものだとしている.彼カミあっさり

と象骨説を否定したのは負の有無だけでなく日本に

は象カミいないという単純な前提があったからではなかろ

うか.v･ずれにしてもまだ石亨の頭に馬首･蛇尾1

鹿角…･の竜のイメｰジカミ残っていたようである.

竜骨の正体

石亨の｢竜骨記｣が書かれてから17年後の文化8年

(1811)に阿波の小原春造(胴山)という人か｢竜骨

一家言｣をあらわした.彼はそのなかで

｢かって竜骨若干を得てこれをよく調べてみるとみ

な象の化石骨であった.牙の大きなものは長さ三四尺

径六七寸でこれをよく見るとその体質紋理すべて象牙

と同じである.一般の人が竜骨と誤称するものには

最近輸入されたものが多いこれも象の化石骨である｣

と述べさらに

｢象の化石を竜骨というが象の化石骨だけが竜骨で

はない.山類水族をとわずすべての化石骨をみな竜

骨と称している.何の骨がわからなくなった朽骨でも

同様である.だから竜骨が化石骨であることはあたり

まえである｣

として竜骨の正体に明快な結論を下した.彼は確

信をもって象骨であることを主張している.このころ

になるともう竜の実在説も薄れていた.平賀源内の

｢竜骨辮｣が上梓されてから半世紀にしてようやく竜

骨は仮空の竜の骨ではなくいろいろな動物の化石骨で

あるということと日本に象カ主棲んでいたということが

明らかになったわけである.

こうして江戸時代の竜骨論争は幕を閉じるが同じ

ころ1こイギリスのデｰビイがスランガスデｰンの正体一

それは材質そのものについてであったが一をつきとめて

いる(J.Daw:AnAna1ysisoftheSnakestone,Asiat三｡

Reserchv01.XIII,1820).その方法はいかにも科学的

で徹底している.

｢スランガスデｰンを吹管にあてると石は次第に白

く変色し実質カ砂じ減少するしかも臭気は発しなv･

これを稀硝酸中に入れるとほ中の僅かばかりの泡が短

時間たち上る石を粉末にしてアンモニア溶液を加える

と多量の沈澱物を生ずるくの沈澱物を濾過したあと

の溶液に稀惨酸を加える時懸濁を生ずる結果として

スランガスデｰンは燐酸石灰と少量の炭酸石灰および稀

少の炭素との化合物であることが明瞭である.したが

ってそれはなかぱ仮焼した骨の合成物と異なるところ

カミないいな骨そめものである｣と.

18世紀末から19世紀のはじめにかけてヨｰロッパで

はラマルクやキュビエによって軟体動物や脊椎動物

の古生物学カミ確立されつつあった.竜骨論争がその後

たんなる語り草に終ってしまった日本と古生物学を土

台として近代地質学を確立させていったヨｰロッパとで

は科学的な研究態度に関して大きなへだたりカミあった

わけである.(筆者は地質部)

参考文献

板沢武雄:蘭学の発達岩波講座目本歴吏

昭和8年

入田整三編:平賀源内全集(上)(下)昭和9年

後閑文之助:江戸時代に於ける竜骨論争の史的研究

地質学雑誌第45巻第541号

昭和13年�



一38…

後閑文之助:近世に於ける西洋嬢物学地質学の日本に

及ぼした霧響東京科学博物館研究報告

第1号瑠和14年

入団整三編:平賀源内全集補遺第弐昭和14年

岩崎克巳:スランガスデｰン(S1a㎎enSteen)枚

目本医事新報第974号昭和16年

望月勝海:日本地学吏一平凡杜全書昭和23年

朝比奈泰彦編:正倉院薬物植物文献刊行会

昭和31年

目本学士院編:明治前目本鉱業技術発達吏昭和33年

板沢武雄:目蘭文化交渉史の研究吉川弘文館

昭和34年

杉田玄白著緒方富雄校註:蘭学事始岩波文庫

昭和37年

斎藤忠“木内石亨目本歴史学会編集人物叢書

吉川弘文館昭和37年

1724(享保9)

1729(享保14)

1740(元文5)

1750(寛延3つ

1751(宝暦元)

1752(宝暦2)

1753(宝暦3)

1756(宝暦6)

1759(宝暦9)

1760(宝暦10)

1761(宝暦11)

1763(宝暦12)

1764(明和元)

1765(国司禾口2)

1768(明和5)

関連峰牟毅'
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木内石草生る
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系)
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源通魏｢竜骨辮｣(この頃よりイギリ
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を紹介
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秩父の鉄山開発
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｢天地二球用法｣
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平賀源内エレキテルをつくる桂
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